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              [昭和8年7月17日 受稿]

     Aus dem Hygienischen Institut der Med. Okayama Fakultat
          (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Uber die lokale Antikorperbildung im Kniegelenke.

 Von

  Kiyoka Kishioka. 

  Eingegangen am 17. Juli 1933. 

 Verfasser untersuchte die Frage der lokalen Immunkorperbildungsfahigkeit an 

dem Kniegelenkraumen des Kaninchen, indem er die Antikorperbildung durch die 

Injektion von verschiedenem Antigen (Rinder- Huhnerserum und Ziegen-, Huhner-

blutkorperchen) herbeifuhrte. Er injizierte die oben erwahnten Antigene auf zweierlei 

 Immunisierungsweisen (taglich einmal 3 Tage und 3 mal an jedem vierten Tage) direkt 

in den Kniegelenkraum der einen Seite und entnahm danach das Exsudat aus den 

 Gelenkraumen beider Seiten nach einer bestimmten Zeit und verglich die lokalen 

 Antikorpergehalte. Besonders bei der Untersuchung mit Prazipitin wurde als Antigen 

Rinder- und Huhnerserum benutzt und die Resorption der Antigene oder die Anti-

korperbildung in Gelenkhohle und Blut genau gepruft. 

   Die Ergebnisse konnen kurz in folgender Weise angegeben werden: 

 1). Die lokal eingefuhrten Antigene gehen schnell in die Blutbahn uber und 

 konnen im Blut schon nach einerhalben Stunde nachgeweisen werden. 

 Schon am 3. Tage nach der letzten Injektion konnte man das Hamoagglutinin im 

Exsudat des Gelenkes nachweisen, das immer hoher als auf der anderen Kontrollseite 

steht. Der Hamoagglutinintiter war nach 7 Tagen am hochsten im Blut und blieb so 

einige Tage, bis er sich allmahlich verminderte. 

 2). Bei der Untersuchung mit Prazipitin und Hamolysin ergaben sich die gleichen 

Resultate wie bei Hamoagglutinin.
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 3). Dieser hochste Antikorpergehalt des Gelenkexsudates steht 1/8 zu dem Serum-

wert. 

 4). Den lokal erzeugten Antikorper kann man durch die verschiedenen Kontrollen 

 und Experimente von dem allgemeinen Antikorper unterscheiden, d.h. durch die 

gleichzeitige Immunisierung von zwei verschiedenen Antigenen an jedem Kniegelenke 
oder durch den Antikorpergehalt der Exsudate der Kniegelenke von beiden Seiten. 

Besonders bei Prazipitin konnte man die Verschiedenheit der Bindungszone des Prazi-

pitins den lokalen Antikorper im Blut und im Gelenkexsudat sicher nachweisen, weil 
bei intravenoser Immunisierung beide immer gleich sind. 

 5). Der lokale Antikorper wird bei dem vorher intravenos sensibilisierten Kanin-

chen starker als bei dem nicht vorbehandelten Kaninchen gebildet. (Autoreferat.)

内 容 目 次

第1章 緒 言

第2章 實驗材料竝ニ實驗方法

 第1節 研究要旨

 第2節 實驗動物

 第3節 抗 原

  第1項 免疫用抗原

  第2項 反應用抗原

 第4節 局所免疫 ノ部位竝ニ其 ノ方法

 第5節 實驗材料 ノ採取

 第6節 檢査方法

  第1項 沈降反應

  第2項 血球凝集反應

  第3項 溶血反應

第3章 實驗成績

 第1節 血球凝集素 ニ就テノ實驗

 第2節 溶血素 ニ就テ ノ實驗

 第3節 沈降素ニ就テ ノ實驗

第4章 本編 ノ總括竝ニ考按

第5章 結 論

   文 獻

第1章 緒 言

 輓 近免 疫 學 ノ長 足 ナ ル進 歩 ニ ヨ リ,之 ガ診

斷,或 ハ治療 上 ニ裨 益 スルノ點 ノ極 メテ顯著

ナル 事ハ,改 メテ今茲 ニ記述 スル ノ要 ナ カル

ベ シ.殊 ニ局 所免 疫 成立 ノ愈 々確 證 セ ラ レテ

ヨ リ,之 ガ實 際上 ノ應 用價値 ニ至 リテ ハ,更

ニ特 筆 大書 スベ キ モノ ア リ.

 余1)ハ 曩 ニ腎臓 ノ血 清 學的 研究 第3編 ニ於

テ,腎 臓 ニ關 スル局所 免疫 ニ就 キテ,聊 カ攻

究 シ得 タ ル成績 ハ,既 ニ之 ヲ報 告 セ リ.

 然 レ ドモ,尚 ホ當時材 料 其 ノ他 ノ諸 點 ニ於

テ,未 ダ余 ノ充分 ナル期 待 ニ添 フ能 ハ ザ リキ.

サ レバ,余 ハ再 ビ茲 ニ家 兎關 節 滑液膜 ノ局所

免 疫 ヲ企 圖 シ,其 ノ成立 ヲ確 認 シ,一 面多 少

ニテ モ,之 ガ臨 牀上 ノ應 用 ニ資 スル所 フラ ン

トス.

 既 ニ早ク1905年Wassermann及 ビCitron2)氏

ニヨ リテ,初 メテ局所免疫或ハ組織免疫 ナル名稱

ノ下 ニ,免 疫體 ノ産生 ハ,決 シテ一定臓器例ヘバ
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脾,骨 髓,淋 巴腺 等 ノ如 キ所 謂 造 血臓器 ニ限 ラ レ

タ ルモ ノ ニ非 ズ シ テ,何 レ ノ臓 器或 ハ組 織 ト雖 モ,

適 當 ナ ル方 法 ニ依 リ,免 疫 原 トノ結 合 ヲ計 レバ,

免 疫 體 ヲ シテ産 生 セ シ メ得ベ シ ト論 ゼ ラ レ,即 チ

同 氏等 ハ,「 チ フス」菌 ノ一定 量 ヲ海〓 ノ胸 腔 内,

腹 腔 内,或 ハ靜脉 内 ニ注 射 シ タル場 合 ニ於 ケル,

免疫 體産 生 ノ關 係 ヲ比較 檢 索 シ,先 ヅ最初 ニ免 疫

原 ノ直 接輸 達 ヲ受 ケシ當該 部 位 ノ滲出 液,或 ハ血

清 中 ニ於 テ,他 ヨ リ最 モ強 ク抗體 ヲ證 明 ス ト報 ズ.

又Romer3)氏ハ 家 兎 ノ1側 眼瞼 結膜 ニAbrinヲ 點

ズ ル事 ニ依 リテ,局 所 ニ免疫 ヲ得,最 早ヤ其 ノ點

眼 ニ ヨ リ,反 應 ナ キ ニ,他 方 ノ眼 瞼 結膜 ニハ 固有

ノ炎 症 ヲ起 スヲ觀 察 シ,更 ニ血 清 中 ニ抗 體 ノ出 現

スル時 期 ニ於 テハ,他 側 ニ點 眼 スルモ,最 早ヤ 炎

症 ヲ惹 起 セザ ル ヲ實驗 シ,全 身免 疫 ニ先 キ立 チテ,

先 ヅ局所 免疫 ア リ ト言 ヘ リ.v. Dungern4)氏 ハ異

種動 物血 清 ヲ家 兎眼 前房 内 ニ注射 シ,血 中 ノ沈 降

素 出現 ニ先 キ立 チ,注 射 側 前房 水中 ニ之 ヲ證 明 シ,

Turro, Domingo5)氏 等 ハ,海 〓 ノ氣 管内 ニ,「チ フ

ス」 菌 液 ヲ注射 シ,氣 管粘膜 及 ビ肺臓 組織 越 幾斯

中 ニ於 テハ,血 清 中 ニ出現 ス ル以前 ニ凝 集素 ヲ證

明セ リ.

 Martenstein6)氏 ハ海〓 ニ皮 膚 絲状 菌 ヲ接種 シ,

局所 皮膚 ニ血清 及 ビ非 局所皮 膚 ヨ リモ速 ニ特 異性

物質 ノ産 生 ヲ認 メ,Rehns, Jules7)氏 等 ハ,家 兎

ノ耳 翼皮 下 ニ,實 扶 的 里毒素 ヲ注射 シ,局 所 ニ抗

毒素 ノ産 生 セ ラル ル ヲ觀 察 セ リ.

 Loeffler8)氏 ハ,殺 菌 セル鼠「チ フス」菌 ヲ使 用 シ

家兎 ヲ數 日間飼 養 シタル後,生 菌 ヲ食 セ シメ タル

ニ,皮 下或 ハ腹腔 内 注射 ヲナ シ タルモ ノニ反 シ,

之 ガ感 染 ヲ防 ギ得 テ,是 即 チ消化 管 ノ獲 得 セ ル所

謂臓 器 免疫 ニ因 ル モ ノ トナ シ,Gay, Frederick9)

氏 等 ハ,葡 萄 状球 菌 ヲ靜 脉内,胸 腔 内,或 ハ皮 下

ニ注 射 スル トキハ,其 ノ注射部 位 ニヨ リテ,全 身

傳染,膿 胸 或 ハ丹 毒 ヲ起 シ,皮 下 ヨ リ先 ヅ免疫 シ

タ ル時 ニハ,丹 毒 ヲ防 ギ得 ルモ,靜 脉 内 ニ注射 セ

ル場 合 ハ,夫 レヲ豫 防 シ得 ズ,又 同樣 ニ反對 ノ現

象 ヲモ惹 起 セ シ メ得ベ コ トキ ヲ證 明 シ,Amoss &

Bliss10)氏 等 ハ,Gay & Rhodes11), Gay, Frederick9)

氏等 ト同 樣 ニ實 驗 的 丹毒 ノ研究 ニ於 テ,罹 患又 ハ

免疫 局所 ニ免疫 性 ヲ認 メタ リ.飜 ツテ之 ガ研 究 ヲ

我 ガ國 ニ於 テ尋 ヌル ニ,其 ノ攻究 セ ル モ ノ又 尠 ト

セ ズ,既 ニ其 ノ詳細 ニ就 キテ ハ述ブ ル所 ア リキ,

今 茲 ニ其 ノ1-2ヲ 再 録 セ ンカ志 賀12),肥 田一 豐

田13),佐 藤14),大 久 保15),石 原16)ノ 諸氏 ハ,細 菌

性 抗 原 ヲ以 テ,經 口的 ニ因 ル腸 管局 所免 疫,又 ハ

局所 抗 體産 生 ヲ檢 索 シ,村 山17)氏 ハ腦 室 内 ニ,光

岡18)氏 ハ胸腔 内 ニ,宮 永一 富 澤19)氏 ハ,心 嚢 内 ニ,

抗 原 ヲ注射 シ,夫 々局 所 ニ抗 體産 生 ヲ認 メ タ リ.

又 竹 村20),竹 村一 瀧川21)氏 等 ハ,關 節 滑液膜 ニ,

或 ハ 子宮粘 膜 ニ種 々 ナル免 疫 原 ヲ注入 シ,孰 レモ

局 所 ニ抗體 ノ産 生セ ラ ルル コ トヲ報 告 セ リ.

 最 近吾 ガ教 室 ニ ア リテ ハ,木 村22)氏 ハ腦脊 髓 腔

ニ,岡 崎23)氏 ハ脾臓 ニ,城24)氏 ハ皮 膚 ニ就 キ局 所

免疫 ノ成 立 ヲ確 證 シ,抗 體 産生 ヲ認 メ ヲレ タ リ.

 斯 ク ノ如 ク,各 種 ノ臓 器 或 ハ組織 ニ於 テ,局 所

兎疫 ニ ヨ リ抗體 ノ産 生 セ ラル ル事 ハ明 白 ナ ル事 實

トス.而 モ之 ガ實際 上 ノ應 用 ニ就 キ,Loeffler8),

Kabelik25)氏 等 ハ,「 チ フス」,「 コ レラ」 赤 痢 等

ノ如 キ急性 傳染 性疾 患 ニ對 シ,經 口的 腸 管 免疫 ニ

ヨ リテ,之 等疾 病 ノ流 行 ヲ豫 防 シ得ベ キ ヲ述 ベ,

局 所免 疫 ノ臨 牀的 ニ應 用セ ラ ルル事 ヲ指 示 ス.

 予 ハ,予 ノ専 門 トスル 外 科 學 的 立 場 ヨ リ,

特 ニ關 節 ノ 體表 面 ニ 存 在 ス ル モ ノ ニ シテ,日

常 ヨ リ原 發 性 ニ,或 ハ續 發 性 ニ 置 患 シ來 ル ヲ

熟 知 セ リ.而 シ テ之 等 ノ容 易 ニ 處 置 シ得 ベ キ,

罹 患 關 節 ニ 向 ヒ テ,局 所 免 疫 ヲ實 施 ス ル トセ

ン カ,或 ハ其 ノ無 益 ニ 非 ラザ ル ヲ思 考 セ リ.

 サ レバ,茲 ニ予 ノ家 兎膝 關 節 ヲ使 用 シ得 タ
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ル實 驗 成績 ニ就 キテ,其 ノ詳 細 ヲ報 告 シ,聊 アラ ン トス.

カ ニ テモ,將 來之 ガ臨 牀上 ノ應 用 ニ資 スル所

第2章 實驗材料竝ニ實驗方法

      第1節 研 究 要 旨

  凡 ソ血清學的研究 ノ試驗成績ハ,動 物 ノ種類,

個性 ノ差異,年 齢,生 活要約及 ビ營養状態等ニヨ

リテ,極 メテ著 シキ影響 ヲ受 クル事多キハ周知 ノ

事實 タリ.サ レバ,予 ハ,之 等ノ諸點 ヲ顧慮シ,

全實驗ヲ通 ジテ,同 一種類ノ同性動物 ヲ使用 シ,

可及的同一條件 ノ下 ニ,實 驗ヲ行 ハ ン ト勉 メ タ

リ.

 抗 原 トシテ ハ,動 物 血清 及 ビ血球 ヲ使 用 セ リ.

 實驗 實 施 ニ際 シテ ハ,試 獸 ノ兩 側膝關 節 ヲ以 テ

實 驗部 位 トナ シ,其 ノ1側 ヲ以 テ免 疫 部位 ニアテ,

他 ノ1側 ヲ以 テ對 照 部位 トナセ リ.而 シテ免 疫 側

膝 關節 腔 内 ニ所 定 ノ抗 原 ノ注 射 シ,對 照 側膝 關節

腔 内 ニハ,生 理 的食 鹽 水 ノ同量 ヲ注入 シ タル後,

種 々ナ ル時間 ヲ經 テ,兩 側 膝關 節 滲出 液 ヲ採取 シ,

夫 レニ就 キ テ抗體 ノ産生 セラ レシモ ノナ ルヤ 否ヤ

若 シ産生 ヲ見 タル時 ハ,抗 體 價 ヲ比 較測 定 ス ル ト

共 ニ,抗 體 ノ消 長 ヲ追求 シ,同 時 ニ實 驗 動物 ノ全

部 ニ亙 リテ,一 部 採 血 シ,免 疫部 位 ヨ リスル抗 原

ノ吸 收 作用 竝 ニ吸 收抗 原 ニ ヨ リテ起 ル,血 液 中 ノ

抗 體産 生 状 況 ヲ併 セ觀 察 セ リ.

 次 デ他 方局 所 ニ出 現 ス ル抗 體 ガ,血 液中 ノ抗體

ヲ シテ,其 ノ局 所 ニ,ヨ リ多 ク集 結 シ タルモ ノニ

非 ラザル ヤ否 ヤ ヲ檢 索 セ リ.

 特 ニ或 種 ノ抗 體 ニ就 キテ ハ,局 所 ニ出 現 シ來 ル

免 疫 體 ノ起 源 ヲ明 カ ニ シ,以 テ確 實 ニ局所 ノ抗體

産 生 ヲ立證 セ ン ト努 メ タ リ.

 予 ハ以 上 ノ如 キ要 旨 ニヨ リテ,研 究 ニ着手 シ,

次 ニ述 ブル ガ如 キ實 驗 材料 竝 ニ方 法 ニ從 ヒテ,實

驗 ニ從事 セ リ.

      第2節 實 驗 動 物

 專 ラ體重2.300g前 後 ノ極 メテ強健ナル白色成

熟雄性家兎ヲ使用 セリ.

     第3節 抗 原

 抗原 トシテハ,新 鮮ナル牛及 ビ鷄 血清竝 ニ山羊

及 ビ鷄血球 ヲ使用セ リ.

     第1項 免疫 用抗 原

 牛及 ビ鷄血清ハ,稀 釋スル事 ナク其 ノ0.5ccヲ

山羊及 ビ鷄血球ハ,之 ヲ脱繊維セル後,生 理的食

鹽水 ニテ3囘 洗滌シ,之 ヨリ各々2倍 稀釋血球食

鹽水浮游液ヲ調製シ其ノ1.0ccヲ 以テ之 ニ充 ツ.

     第2項 反應 用抗原

 沈降原 トシテハ,新 鮮ナル牛及 ビ鷄血清ヲ使用

シ,溶 血性抗 原 トシテハ,山 羊血球 ヲ,血 球凝集

原 トシテハ,鷄 血球 ヲ使用セ リ.血 球 ハ試驗 ノ都

度採取セル新鮮 ナルモノノ脱繊維血球 ヲ,3囘 生

理的食鹽水ニテ洗滌 シタル後,前 者ハ2.5%,後 者

ハ0.5%食 鹽水浮游液 トシテ之 ニ充 ツ.

  第4節 局 所 免 疫 ノ部 位 竝 ニ

       其 ノ方 法

 局所免疫 ノ部位 トシテハ,總 テ家兎 ノ膝關節 ヲ

使用 シ,其 ノ左側ヲ以テ免疫側 トナシ,右 側 ヲ以

テ對照側 トナス.而 シテ 之ガ 免疫 方法 ハ左 ノ如

シ.

 先 ヅ試獸ヲ背位ニ固定 シ,膝 關節部 ノ毛髪ヲ充

分剪除 シタル後,嚴 重 ニ其 ノ都 ノ皮膚 ヲ消毒シ,

次 デ左手 ノ拇指 ト中指 ヲ以テ,兩 側 ヨリ膝蓋骨 ヲ

挿 ミ,示 指ヲ輕 ク其 ノ上ニ載 セ,同 骨ヲ正位ニ固
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定 セ シム.斯 ク シテ.膝 蓋骨 下 縁 中央部 ニ於 テ,

既 述 ノ抗 原或 ハ生理 的 食 鹽水 ノ所 要 量 ヲ盛 レル注

射 器 ノ針 端 ヲ,之 ト直角 ニ可 及的 深 ク挿 シ込 ミ,

大 腿骨 膝蓋 面 ニ達 セ シム.茲 ニ於テ 注射 器 ヲ下 方

ニ傾 ケ ッ ツ,輕 ク挿 入 スル時 ハ,注 射針 ハ,膝 蓋

骨 ト大 腿 骨 トノ間隙 内 ニ入 ルベ シ.然 ル時 ハ徐 々

ニ注入 ス レバ,殆 ド何等 ノ抵 抗 ヲ感 ズ ル事 ナ ク注

入 シ得ベ シ.

 斯 ク ノ如 キ手 技 ノ下 ニ,免 疫 用抗 原,或 ハ生理

的食 鹽水 等 ノ所要 量 ヲバ,1日1囘3日 間 ニ亙 リ

テ,或 ハ1日1囘3日 間 ノ間隔 ヲ置 キテ3囘 ニ注

射 免疫 セ リ.其 ノ他 特殊 ナル モ ノニ就 キテ ハ,其

ノ條 下 ニ記 述 スベ シ.

    第5節 實 驗 材 料 ノ 採 取

 採 血 ハ,總 テ耳靜 脉 ヨ リ早朝 空腹 時 ニ行 ヒ タ リ.

 關 節 滲出 液 ハ,量 過少 ニ シテ,採 取 困 難 ナ レバ,

上述 ノ方 法 ニ ヨ リ,先 ヅ膝 關節 腔 内 ニ0.85%生 理

的 食 鹽水 ノ1.0ccヲ 注 入 シ5-10分 ノ後,再 ビ注射

器 ニテ 注意 深 ク内容 液 ヲ吸 引 シ,夫 レ ニ同量 ノ生

理 的食 鹽水 ヲ加 ヘ,ヨ ク攪 拌 シ,氷 室 ニ24時 間納

メ タル後,強 力 遠心 器 ニ裝 ヒ,其 ノ上清 ヲ取 リ2

倍 稀釋 液 トシテ 使 用セ リ.予 ハ勿 論關 節 滲出 液 中

ニ血液 ヲ混 ジ タルモ ノハ,之 ヲ爾後 ノ檢 査 ニハ使

用 セザ リキ.

     第6節 檢 査 方 法

      第1項 沈 降 反 應

 本 反應 檢査 ニハ 主 トシテ緒 方氏抗 體 稀釋 沈降 反

應26)ヲ使 用 セ リ.時 ニ一部Uhlenhuth氏 輪 環法 ヲ

用 ヒ タル コ トア リキ.

 Uhlenhuth氏 法 ニ於 テ ハ,免 疫 血清 原液 ヲ細小

試 驗 管 ニ一 樣 ニ盛 リタル後,生 理 的食 鹽 水 ニテ種

種 ノ濃度 ニ稀 釋 セ ル抗 原 ヲ重 層 ス.關 節 滲 出液 ニ

テ本 法 ヲ行 フ場 合 ニハ2%「 ア ラビア ゴム」食 鹽

水 ヲ加 ヘ抗 原 ヲ重層 セ リ.必 要 ニ應 ジテ ハ,血 清

モ同 一濃 度 ニ稀 釋 シテ後,之 ヲ實施 セ リ.(予 ハ

Uhlenhuth氏 法 ヲ以 下單 ニ 「U.」氏 法 ト略稱 ス).

 緒 方氏抗 體 稀 釋沈 降反 應 ニ於 テ ハ,1-2%「 ア

ラ ビ アゴム」 食 鹽水 ニテ遞 降 的 ニ稀 釋 セ ル免 疫 血

清 又 ハ滲 出液 ヲ盛 レ ル細小 試驗 管 ノ多 數 列 ヲ作 リ

列 毎 ニ濃 度 ヲ異 ニ セル抗 原 ヲ重層 セ シム.然 ル時

ハ,或 ル抗 原濃 度 ガ最高 稀 釋抗 體 ト反 應 ス.此 抗

原濃度 ヲ結 合帶 ト稱 シ,結 合帶 ニ於 ケ ル抗 體 ノ陽

性 最 高 稀釋度 フ稀釋 沈 降素 價 ト稱 ス.上 記 ノ反 應

ニ於 テ現 ルル輪 環 ヲ15分,30分,1時 間,2時 間

ニ觀 察 シ,之 ニ從 ヒテ(++++),(+++),(++),(+)ノ

記 號 ヲ附 ン,2時 間 ヲ限度 トシ,全 ク陰 性 ナル モ

ノヲ(-)ト セ リ.

 (±)ハ2時 間 俊 ニ於 テ モ尚 ホ反 應 ノ明 カ ナ ラザ

ル モ ノ トス.(予 ハ緒 方 氏抗 體 稀釋 沈降 反應 ヲ,以

下單 ニ稀釋法 ト稱 ス).

     第2項 血 球 凝 集 反 應

 56℃ ニ30分 間非 働 性 トナ セ ル血清 或 ハ關 節 滲

出液 ノ遞 減 的 稀釋液0.5ccー,0.5%鷄 血球 浮 游液

ノ同量 ヲ加 ヘ,2時 間37℃ ノ孵 卵 器中 ニ納 メ,更

ニ翌朝 マ デ室温 ニ放 置 シ タル後成績 ヲ觀 察 セ リ.

而 シテ成績 判定 ハ,凝 集1塊 トナ レル モ ノヲ(+++)

トナ シ,3-4ノ 凝 集塊 トナ レル モ ノヲ(++)ト シ,

輕 ク振 盪 シテ,尚 ホ肉 眼 ニ テ明 カ ニ見得 ル 血球 凝

集 塊 アル モ ノヲ(+)ト シ,然 ラザ ル モ ノヲ(-)

トセ リ.

      第3項 溶 血 反應

 前項同樣非働性 トセル血清,或 ハ關節滲出液 ノ

生理的食鹽水遞降的稀釋液0.5ccニ,2.5%山 羊血

球及ビ補體 ノ同量 ヲ加ヘ,ヨ ク混和 シ,37℃ ニ2

時間孵卵器中ニ置キ,溶 血程度 ヲ檢査 セリ.而 シ

テ成績判定ハ,完全溶血ヲ呈示スルモ ノヲ(++++)ト

シ,全 ク溶血セザルモノヲ(-)ト ナシ,弱 溶血 ヲ
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(+)ト セ リ.(+++),(++)ハ 溶 血程 度 ニヨ リテ決 定

シタ リキ.

 茲 ニ使 用 シ タル補 體 ハ,毎 常 試 驗 ノ都 度 健常 ナ

ル 海〓 ヨ リ採取 シ,補 體 價 ヲ測定 シ タル後,其 ノ

2倍 量 ヲ使 用 セ リ.

第5章 實 驗 成 績

臓器ニ於ケル免疫局所 ト他ノ部分 トノ抗體

量ヲ 比較 シ,血 清 竝 ニ他 臓器 ノ含有 抗體 量 ヲ

對 照 シテ,抗 體 分 布 ノ状 態 ヨ リ局 所 ノ抗 體 産

生 能 力 ヲ探 索 セ ン トスルニ ハ,免 疫方 法 ヲ考

慮 スル ト共 ニ,免 疫 ノ早 期 ヨ リ種 々ナル時 期

ニ亙 リテ,材 料 ヲ採 取 シ檢 査 スルヲ 必 要 トス

ベ シ,以 下 予 ハ各種 ノ抗體 ニ就 テ,得 タ ル成

績ヲ 逐次 記述 セ ン トス.

 第1節 血 球 凝 集 素 ニ就 テ ノ實 驗

 免疫 局所 ニ於 ケ ル抗體 産生能 力如 何 ヲ檢 索

セ ルモ ノニ就 キテ,其 ノ研 究 ノ跡 ヲ述 ヌルニ,

凝 集素,殊 ニ細 菌凝 集 素 ノ産生 ヲ指 標 トシテ,

之 ガ探 求 セル モ ノ ノ甚 ダ多 キヲ見 ル ニ拘ハ ラ

ズ,血 球 凝 集 素 ヲ以 テ ス ル ノ實驗 ハ極 メテ少

シ.吾 ガ教 室 ニ於 テ ハ,曩 ニ岡崎23)氏 ノ家 兎

脾 ニ.又 予1)ノ 家 兎腎臓 ニ於 ケ ル實 驗 ハ,何

レモ血 球凝 集素 産 生如 何 ヲ以 テ之 ガ檢索 ノ目

標 トナ セ リ.予 ハ 再 ビ茲 ニ鷄 血球 ヲ抗 原 トシ,

血球 凝 集素 ニ ヨル家 兎膝 關 節滑 液膜 ノ局所免

疫 ニ就 キテ攻 究 セ ン トス.

  第1項 正 常家 兎ニ於 ケル膝 關 節滲

     出 液中 ノ正 常血球 凝 集素

 予 ハ家 兎 ノ膝關 節 腔 内 ニ,既 述 ノ鷄 血球 抗

原 ヲ注射 シ,以 テ局所 免疫 ノ實 驗 ヲ開 始 スル

ニ際 シ,先 ヅ豫 備 實驗 トシテ,家 兎 ノ膝 關節滲

出液 竝 ニ血 清 ニ就 テ,正 常 血球 凝 集 反應 ヲ檢

査 セル ニ,下 表 ニ明示 スルガ如 ク,血 清 ニ於

テ,唯 僅 ニ其 ノ濃厚部 ニ,之 ヲ檢 出 シタル ノ外

ハ,關 節滲 出液 中 ニハ,全 ク證 明 セザ リキ.

第1表 正常家兎ニ於ケル鷄血球凝集反應

第2項 家兎膝關節滑液膜 ノ血球抗原ノ

    吸收竝ニ血清内ニ出現スル血球

    凝集素ノ産生状況

從來關節滑液膜 ノ吸收作用ニ就キテ,檢 索

セ ル モ ノ ハ,比 較 的 尠 ク,Cecca27), Kroh28),

勝 呂29),瀧 内30),小 林31),瀧 川32),竹 村33)ノ

諸 氏 ヲ見 ル ノ ミ.

 予 ハ茲 ニ鷄 血 球 ヲ使 用 シ,之 ガ 實 驗ヲ 行 ヒ,
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關節 滑液 膜 ヨリスル,球 性 抗 原 ノ吸收 ヲ檢 シ,

次 デ吸收 抗 原 ニ ヨ リテ,産 生 セ ラル ル血清 中

ノ血 球凝 集 素 ノ産 生状況 ヲ觀 察 シ,以 テ爾餘

ノ實 驗 成績 ニ資 スル所 ア ラン トス.

 予 ハ向 ホ本 問題 ニ關 シテ ハ,後 述 セ ン トス

ル,第3節 沈 降素 ノ局所 産生 ニ閲 スル文中1

項 ヲ設ケ,更 ニ詳 細 ニ亙 リテ論 述 スル所ア ル

ベ シ.サ レバ,單 ニ本項 ニ於 テハ,其 ノ大略

ヲ記 ス ル ニ ト ドメ ン.

 實驗 力法 トシテハ,既 述 ノ鷄 血球 ヲバ,1

日1囘3日間 ニ亙 リテ,家 兎 ノ左側膝 關 節 腔

内 ニ注射 シタ ル後,翌 日 ヨ リ可 成長期 間 ニ及

ブマ デ採 血 シ,血 清 内 ニ出現 シ來 ル鷄 血球 凝

集 素價 ヲ測 定 セ リ.今 其 ノ得 タル 成績 ヲ示 サ

ンカ第2表 ノ如 シ.

第2表 膝關節腔内ニ鷄血球ヲ注入シタル場合ニ於ケル

      血清内血球凝集素産生状況

即 チ血球 注 入後,既 ニ第1日 ニ於 テ,明 カ

ニ血清 中 ニ凝 集 素 ノ産生 ヲ認 メ,而 モ正 常血

清 ノモ ノヲ凌駕 セ リ.次 デ免疫 經過 ノ進 行 ト

共 ニ上昇 シ,第7-14日 ニ シテ最 高 價 ニ到 達

ス.而 シテ其 ノ後 ハ次 第 ニ減 量 シ第4週 後 ニ

至 リテハ,可 成 著 シク減 少 ス.即 チ之 ニ由 テ

見 ルモ鷄血 球 ハ,明 カ ニ關 節滑 液膜 ヨ リ,吸

收 セ ラル ル ヲ知 リ得 ベ シ.

 第3項 局 所免 疫後24時間 ニ於 ケル

     血 球凝 集價

 局所 免疫 後24時間 ニ,血 清 竝 ニ關 節滲 出 液

ヲ採 取 シテ行 ヘ ル實驗 成績 ハ次表 ノ如 シ.
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第3表  膝關節腔内局所免疫後24時 間ニ於ケル血球凝集反應

 即 チ血 清 ノ示 ス凝 集價 ハ,既 ニ最 高80倍 迄

ニ到 達 セル モ,關 節滲 出 液 ニ於 テハ,免 疫側

ノモ ノ ト否 トニ拘 ラズ血 球凝 集 素 ノ出現 セル

ヲ見ズ.未 ダ恐 ラクハ,免 疫 局所 ニ抗 體 ノ産

生 シヲ ラザ ル ガ爲 ナル ベ シ.

第4項 局所免疫後3日 ニ於ケル血

   球凝集價

 膝關 節 局所 免疫後3日 ニ シテ,既 述 ノ操 作

ニ ヨリテ,材 料 ヲ採 取 シ,檢 査 セル成績 ハ第

4表 ニ示 スガ如 シ.

第4表 膝關節腔内局所免疫後3日 ニ於ケル血球凝集反應

血 清 ニ於 テハ,160-320倍 稀 釋陽 性 ヲ示

シ,免 疫 側滲 出液 ハ,10-20倍 稀 釋 ニ凝 集 セ

リ.而 シテ對 照側滲 出液 ニ於 テ ハ,全 ク反應 陰

性 ナ ルカ,或 ハ5倍 稀釋 ニ反應陽 性 ナ リキ.
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 第5項 局所免疫後5日 ニ於ケル血

    球凝集價

本成績ニ於テハ,免 疫後5日 ニシテ,前 項

同樣 採 取 セル材 料 ニ就 キテ,檢 査 ヲ行 ヘ ル モ

ノナ リ.

第5表 膝關節腔内局所免疫後5日 ニ於ケル血球凝集反應

第5表 ニ記 載 スル ガ如 ク,血 清 ハ既 ニ640

倍 ニ稀釋 スル ト雖 モ,反 應 陽性 ニ シテ,免 疫

側關 節滲 出液 ハ,血 清 ノ夫 レノ1/16-1/8ノ

陽性度 ヲ示 ス.而 シテ他 側滲 出液 ハ僅 ニ10倍

前 後 ニ凝集 セル ノ ミ.

  第6項 局 所免 疫後7日 ニ於 ケル血

     球 凝集 價

 更 ニ免 疫 終 了後,7日 ヲ經 テ,試 獸 ヨ リ材

料 ヲ求 メ,檢 査 セル ニ,下 記6表 ニ示 スガ如

キ,成 績 ヲ得 タ リ.

第6表 膝關節腔内局所免疫後7日 ニ於ケル血球凝集反應
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血 清 ノ凝 集價 最 モ高 ク,1.280-2.560倍 ニ

於 テ反應 シ,免 疫 側滲 出液 ハ,血 清 ノ夫 レノ

1/8ナ ル高 度 ニ凝 集 セ リ.而 シテ對 照側滲 出液

ニ於 テ,反 應陽 性 ヲ認 ムル ト雖 モ,極 メテ微

弱 ニ止 マル ノ ミ.

  第7項 局所 免疫 後10日 ニ於 ケ ル

      血 球 凝 集價

 次 デ更 ニ,10日 ヲ經 過 セル モノ ヨリ,血 清

竝 ニ關 節滲 出液 ヲ採 取 シ,實 驗 ヲ行 ヒシニ,

次表 ニ示 スガ如 キ結 果 ヲ得 タ リ.

第7表 膝關節腔内局所免疫後10日 ニ於ケル血球凝集反應

 即 チ血 清 ノ示 ス凝 集 價 ハ,第7日 ノモ ノ ト

等 シク,最 高2.560倍 ニ稀釋 陽性 ナ リシモ,免

疫 側滲 出液 ハ既 ニ抗 體 價 ノ低 價 スルノ消 息 ヲ

現 セ リ.非 免疫 側滲 出液 ノ保 有 スル 抗體 價 ハ,

又 語 ル ニ足 ラズ.

  第8項 局所 免疫後14日 ニ於 ケ ル

      血 球凝 集價

 膝 關 節 局所免 疫後,14日 ノモ ノニ就 キテ,

檢 シタル成績 ハ左 ノ如 シ.

第8表 膝關節腔内局所免疫後14日 ニ於ケル血球凝集反應
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 血 清 ニ就 キテ,血 球 凝 集 價 ヲ檢 ス ルニ,局 所

免疫10日 ヲ經 過 セル モ ノ ト等 シク.1.280-

2.560倍 稀釋 ニ於 テ明 瞭 ニ凝 集 スル ヲ見 タ リ.

更 ニ免疫側 關 節滲 出液 ノ夫 レヲ觀 察 セ シー,

血 清 ノ呈 示 ス ル凝 集 價 ノ1/16ナ ル160倍 稀釋

ニ反應陽 性 ナ リキ.即 チ之 ニ 由テ考 フル ニ,

局所 ニ於 ケ ル抗體 價 ハ,免 疫 後次 第 ニ増 強 ス

ル モ,一 定 時 日ヲ經 過 セ ンカ,再 ビ漸次 局所

ヨ リ減 少 スル モ ノナ リ.

 第9項 1側 家 兎膝 關 節腔 内 ニ鷄 血球 ヲ,

     他側膝 關 節 腔内 ニ牛血 清注 入後

     兩 側關 節滲 出液 中 ノ血 球凝 集 價

     竝 ニ沈降素 價 ニ就 テ

 既 ニ前 項 ニ記 載 セル多 クノ實驗 成績 ヨリシ

テ,明 カ ニ免疫 側膝 關 節滑 液膜 ニ於 テ,血 球

凝 集素 ノ産 生 セ ラル ル ヲ知 リ得 ベ シ.サ レ ド

尚 ホ茲 ニ考 慮 スベ キ ハ,血 球 注 入ー ヨ リ當 該

關 節 ニ炎 衝 ヲ惹起 シ,爲 メニ血清中 ノ既存 抗

體 ノ集結 ヲ促 シ,上 記 ノ局 所免 疫部 位 ニ於 ケ

ル血球 凝集 素 價 ヲ呈示 シタ ルモ ノ ニハ非 ラザ

ルカ,這 ハ常然 起 ルベ キ疑 問タ ラザ ル ベカ ラ

ズ.曩 ニ予 ノ報 告 シタ ル家 兎腎臓 ノ局所 免疫

ノ條下 ニ於 テ,其 ノ然 ラザ ル ヲ説 ク所 ア リキ.

サ レ ド茲 ニ,再 ビ同一 主 旨 ニ ヨル實驗 ヲ反覆

シ,確 證 スベ シ.

 實 驗 方法 トシテハ,家 兎 ノ左 側膝 關 節腔 内

ニ既 述 ノ鷄血球1.0ccヲ,右 側 膝關 節腔 内 ニ

ハ,牛 血清1.0ccヲ 注 入 シタ ル後,第9日 目ニ

於 テ,兩 側膝 關 節滲 出液 ヲ採 取 シ,其 ノ各 々

ニ就 キテ,抗 體 價 ノ如 何 ヲ比較 測 定 セ リ.即

チ其 ノ得 タ ル成績 ハ,第9表 ノ如 シ.

第9表 1側膝關節腔ニ鷄血球ヲ,他側膝關節腔ニ牛血清ヲ以テ局所

     免疫 シタル場合ノ兩側膝關節滲出液中ノ抗體量ノ比較

 即 チ血球 凝 集 反應 ニ於 テ,之 ヲ見 ル ニ左側

滲 出液 ハ,右 ノ夫 レヨ リモ著 明 ニ高 位陽性度

ヲ示 シ,沈 降 反應 ニ ア リテハ,右 側滲 出液 ハ

左 側滲 出液 中 ニ 中 ヲ檢 出 シ得 ザル ニモ拘 ラズ

1:20ナ ル稀 釋 沈降 素價 ヲ呈示 セ リ.之 ニ ヨ リ

テ局 所 ニ テ證 明 スル抗 體 ハ,血 清 中ノ抗 體 ガ

炎衝 ノ爲 メニ,局 所 ニ集 中 シテ出現 シタ ルモ

ノニ非 ラズ シテ,局 所 ニ産 生 シタ ル モ ノナ ル

コ トハ明 カナ リ.

 尚 ホ予 ハ本 問題 ニ就 キ テハ更 ニ本編 第3節

ノ條下 ニ於 テ,述 ブ所 アルベ シ.
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  第2節 溶 血 素 ニ 就 テ ノ實 驗

 竹村 氏 ハ既 ニ鷄 血球 ヲ抗 原 トシ,家 兎 ノ膝

關 節滑 液膜 ノ局所 免疫 ヲ企 テ,抗 鷄 血球溶 血

素 ノ産生 セ ラルル ヲ報 告 セ リ.

 予 ハ前 節 ニ於 テ,鷄 血球 ヲ使 用 シ,血 球凝

集 素 ノ是又 等 シク,家 兎 ノ膝 關 節滑 液膜 ニ於

テ,明 カニ産 生 セ ラルル ヲ認 メタ リ.

 依 テ更 ニ 本節 ニ於 テハ,山 羊 血球 ヲ抗 原 ト

シ,溶 血素 ノ産生ヲ實證セントス.

  第1項 正常家兎ニ於ケル膝關節滲

     出液中ノ正常溶血素

 豫備試驗 トシテ正常家兎ノ血清竝ニ膝關節

滲出液ノ山羊血球溶血反應ヲ檢査セシニ,次

表ニ見ル如キ所見ヲ得 タリ.即 チ血清ハ輕度

ニ正常溶血反應ヲ呈スルモ,關 節滲出液ハ反

應セズ.

第10表 正常家兎ニ於ケル山羊血球溶血反應

  第2項 家兎膝關節滑液膜ノ血球抗

      原ノ吸收及ビ血清内ニ出現

      スル溶血素ノ産生状況

 既ニ前節第2項 ノ條下ニ於テ有核血球ナル

鷄血球ヲ使用シ,之 ガ實験ヲ遂ゲ,觀 察スル

所アリキ.

 サ レバ,本 項 ニ於 テ ハ,唯 抗 原 ヲ異 ニ セル

山羊 血球 ニ就 キテ,同 一 方法 ニ ヨル實 驗 ヲ行

ヒ,血 中 ニ發 現 スル溶 血素 ノ消 長 ヲ檢 索 セ ン

トス.左 ニ其 ノ得 タ ル成績 ヲ表 示 ス レバ,第

11表 ニ見 ルガ如 シ.

第11表 膝關節腔内ニ山羊血球 ヲ注入シタル場合血清内ニ出現スル溶血素ノ産生状況
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 免 疫後 第1日 ニ シテ,稍 々正常溶 血 價 ヲ凌

駕 シ,第3日 ニ至 リテ著 明 ニ溶 血價 ヲ増 強 ス.

次 デ第7-14日 ニ於 テ最 高溶 血 反應 ニ到 達 シ

第4週 ニ及ベ バ既 ニ可成 リ著 シク反應度 ヲ低

下 セ リ.

 之ー ヨリ山羊血 球 ハ,鷄 血球 ニ何 等 劣 ル所

ナ ク,關 節滑 液膜 ヨ リ吸收 セ ラルル コ トヲ知

リ得 タ リ.

  第3項 局所 免疫 後 ノ1-5日 ニ於 ケ

     ル溶 血 價

 既 述 山羊 血球 浮游 液 ノ1.0ccヲ 家 兎左側膝

關 節腔 内 ニ3日 間 ニ亙 リテ3囘 注 射 シ,右 側

膝 關 節腔 ニハ,生 理 的 食鹽 水 ノ同量 ヲ注 入 シ

タル後,1-5日 ヲ經 テ,既 述 ノ方 法 ニ ヨ リ,血

清 竝 ニ兩側 膝關 節滲 出 液 ヲ採 取 シ.其 ノ各 々

保 有 スベ キ 溶 血價 ヲ測 定 セル ニ 第12表 ノ如

キ成績 ヲ得 タ リ.

第12表 膝關節腔内局所免疫後1-5日 ニ於ケル溶血反應
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 免 疫 後第1日 ニ於 テハ,血 清 ノ示 ス溶 血價

未 グ著 明 ナ ラズ.而 シテ關 節滲 出液 ニ ア リテ

モ,亦 溶 血 反應 ヲ呈示 セザ リキ.即 チ免 疫局

所 ニ未 ダ抗體 ノ産 生 セ ラ レザ ル ヲ看 取 シ得 タ

リ.既 ニ第3日 ニ達 セ ンカ血 清 ハ,160-320

倍稀 釋 ニ於 テ,溶 血 反應 ヲ出現 シ來 リ,免 疫

側膝 關 節滲 出 液 ハ 血清 ノ夫 レノ1/16ニ 相 當

スル10-20倍 ニ反應陽 性 ヲ示 ス.右 側 ナ ル對

照膝 關 節滲 出 液 中 ニハ,未 グ溶 血 素 ヲ檢 出 シ

得 ズ.

 第5日 ニ至 リ血清ハ,640-1.280倍ニ,左

側關 節滲 出 液 ハ,其ノ1/16-1/8ニ 反應陽 性

ヲ呈示 ス.對 照側滲 出液 ハ僅 ニ10-20倍 ニ溶

血 スル ノ ミ.即 チ第3日 ニ シテ明 カニ局所 ニ

溶 血素 ノ産 生 シ來 ル ヲ知 リ得 タ リ.

  第4項 局所 免疫 後7-14日 ニ於 ケ

      ル溶 血價

 更 ニ局所 免疫 後7-14日 ニ於 ケル實驗 成績

ヲ表 示 セバ下 表 ノ如 シ.

第13表 膝 關 節腔 内 局所免疫 後7-14日 ニ於 ケル溶 血 反應

20



關節腔特ニ滑液膜 ニ於 ケル局所免疫 ニ就テ 959

第7日 ニ シテ,血 清 溶 血 價 ハ,1.280-2.560

ヲ 示 シ,免 疫 側 滲 出 液 ハ,血 清 ノ1/8ニ 相 當

ス ル溶 血反 應 ヲ出現 ス.

 第10-14日 ニ於 テハ,血 清 ノ示 ス溶 血價 ハ

概 ネ第7日 ノ モノ ト等 シク,免 疫 側滲 出 液 中

ニ含有 セ ラルル溶血 素 價 ハ,反 對 ニ梢 々減 少

ヲ呈示 シ來 レ リ.

  第3節 沈 降 素 ニ就 テ ノ實 驗

 一 般 ニ免疫 局所 ニ於 ケル,抗 體 産生能 力 ノ

存 否 ニ關 スル實驗ニ 就 キテ,沈 降 素産生 ヲ指

標 トセル モノハ,他 ノ凝 集素,溶 菌 素,溶 血

素 等 又バ抗 毒 素等 ヲ以 テ スル モ ノニ比 シ,其

ノ甚 ダ尠 キヲ見 ル.

 獨 リ沈降 素 ニ於 テ ノ ミ,斯 ク ノ如 ク,世 人

ヨ リ等 閑視 セ ラルル ハ何 故 ナ リヤ.

 這 ハ他 ニ多 クノ原 因 ヲ有 スルナ ラ ンモ,恐

ラク ハ,從 來 ヨリ行 ハ レ來 リタル,U.氏 法 ニ

ヨル,沈 降 素 價測 定法 ニ ヨ リテ ハ,正 確 ナ ル

沈降 素量 ヲ測 定 シ得 ザルト,同 時 ニ輪環 法 ヲ

以 テ沈降 素 ヲ證 明 セ ン ト欲 セバ,血 清 以外 ノ

免 疫體 含有 液 タル體 液,又 ハ臓器 滲 出液 等 ニ

於 テハ,比 重 ノ關係上 抗 原 トノ重 層 不可 能 ニ

シテ,從 ツ テ實驗 ヲ行 ヒ難 キ場合 ヲ惹 起 シ來

リシニ起 因 シタ リシモノ ト思 惟 ス.然 ルニ曩

ニ緒 方教 授 ニ依 リテ,稀 釋法 ノ創 案 セ ラル ル

ヤ,血 清 以外 ノ臓 器滲 出 液 ニ ト リテモ,容 易

ニ,且 正確 ニ沈降 素含 有量 ヲ測 定 シ得 ラル ル

ノ ミナ ラズ,而 モ加 之 沈降 素 ノ有 スル結 合 帶

ハ,安 定 ニ シテ變動 セズ,各 個 沈降 素 ノ個 性

ヲ表 現 スベ キモ ノナル ヲ以 テ,出 現 シ來 ル免

疫體 ノ起 源 ヲ明確 ニ スル ヲ得 ベ シ.

 サ レバ,余 ハ茲 ニ特 ニ結合 帶 ヲ利 用 シ,沈

降 素 ニ ヨル實驗 ヲ以 テ,關 節滑 液膜 ノ局 所 ニ
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於ケル抗體産生如何ヲ攻究セントス.

  第1項 正常家兎ニ於ケル膝關節滲

     出液中ノ牛血清沈降反應

 予ハ既述ノ如キ方法ヲ以テ,牛 血清ニヨル

沈降素産生ヲ指標 トセル家兎膝關節滑液膜ノ

局所免疫ヲ實施スルニ當 リ,豫 備實驗 トシテ

先ヅ正常家兎膝關節滲出液竝ニ血清ニ就キテ

正常牛血清ニ對スル沈降反應ヲ檢査セリ.即

チ下表ニ示スガ如ク,血 清ニ於テノミ,抗 原

濃厚部ニ輕度ノ正常沈降反應ヲ示 シ,膝 關節

滲出液ハ,全 ク反應ヲ呈示セザリキ.

  第14表 正常家兎ニ於ケル牛血清

      沈降反應

  第2項 牛血清ノ膝關節腔内注入ニ

     際 シ局所停滯竝ニ血清内出

     現ニ就テ

 予ハ牛血清ニヨル,沈 降素産生ヲ以テ,家

兎膝關節滑液膜ノ局所免疫ヲ實驗スルニ當 リ

抗原ノ局所停滯竝ニ關節滑液膜ヲ通ジテノ吸

收作用ヲ明カニシ,向 後ノ試驗ニ資スル所 ア

ラントス.既 ニ關節滑液膜ノ吸收作用ニ關シ

ヲハ,第1, 2節 ノ當該條下ニ於テ一部記述セ

リ.從 來關節腔ノ吸收作用ニ就キテ,試 ミラ

レタユ業績ハ,他 ノ體腔殊ニ腹腔ニ關 シテ行

ハ レタル研 究 ニ比 シ頗ル 寥 々タ リ.茲 ニ一部

之 等 研 究 ノ跡 ヲ迩 ヌ ル ニ,其 ノ多 ク ハ色素,

藥劑,又 ハ血液 等 ヲ關 節腔 内 ニ注 入 シ,爲 メ

ニ惹 起 セ ラル ベ キ關 節組織 ノ變 化,或 ハ之 等

物質 ノ吸 收 状態 ヲ組織 學的 ニ檢 索 セル ニ止 マ

リ,眞 ニ生 物學 的 方 面 ヨリ,之 ガ檢 索 ニ勉 メ

タ ル モノハ極 メテ尠 シ.

 即 チCecca27),Kroh28),勝 呂29),瀧 内30),

竹村33)等 ノ諸 氏 ハ,各 種 ノ藥劑又 ハ色 素 ヲ使

用 シ,以 テ之 ガ檢 索 ニ努 メタ リ.

 予 バー歩 ヲ進 メ,免 疫 血 清乃 至 ハ抗 原 ヲ注

入 シ,之 等 物質 ノ關 節 内吸收 ノ徑 路,停 滯竝

ニ吸 收速 度 等 ノ時間 的關 係 ニ就 キテ,探 求 ス

ル コ トハ,之 ヲ臨牀 上 ノ見地 ヨ リスル モ,關

節 腔 内 ニ於 ケル病的 産物 ノ停 滯竝 ニ吸收 ト關

聯 シテ,甚 ダ興味 深 キ問題 ナ リ ト思考 ス.然

ル ニ本 問題 ニ就 キテ,攻 究 セル モノハ,亦 少

ク纔 ニ小林31),竹 村32)氏 等 ノ報 告 ニ接 スル ノ

ミ .

 予 ハ茲 ニ於 テ,抗 原 ノ關 節腔 内 ニ注 入 セ ラ

レ々ル後,關 節腔 内 ニ於 ケル停 滯竝 ニ吸 收 状

況 ヲ檢 索 セ ンガ爲 メー,次 ノ如 キ實驗 ヲ企 テ

タ リ.

 即 チ體 重 毛色等可 及 的同 一條 件 ニ アル健 康

ナル成熟 雄 性家 兎ヲ選 定 シ,牛 血清1.0ccヲ

バ,試 獸 ノ左膝 關節 腔 内 ニ,直 接 注 入 シタル

後,種 々ナ ル間 隔 ヲ置 キテ,血 清竝 ニ關 節滲

出液 ヲ,時 間 的 差異 ノ下 ニ採取 シ,以 テ含 有

セ ラルル抗 原量 ヲバ,測 定 セル ニ,次 ノ如 キ

結 果 ヲ得 タ リ.

 免疫 側 關 節滲 出液採 取 ニ當 リテ ハ,抗 原注

射 後,6時 間 マ デハ,採 取 ス ル事 ナ ク.其 ノ

以 後 ニ於 テ適 宜採 取 セ リ.是 レ即 チ頻 發 ノ抗
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原採取ハ,關 節周圍組織,或 バ滑液膜等ノ損

傷 ヲ來 タ シ,實 驗 ノ正確 ヲ期 シ難 キ ヲ以 テナ

リ.

 本貴 驗 ニ際 シ,抗 原檢 出測 定 ニ ハ,U.氏 法

ニ於 テ50.000ノ 免 疫 價 ヲ有 スル抗 牛血 清 免疫

家 兎血清 ヲ使 用 セ リ.

第15表 牛血清ノ膝關節腔内ニ於ケル局所停滯竝ニ血清内出現状況

 本表 ヲ見 ルニ,4例 ノ妙兎 ニ於 テ,抗 原 ノ

關 節滑 液膜 ヨ リ吸 收 セ ラ レ,ヤ ガ テ血 清 内 ニ

排 泄 セ ラルル状 況 ハ,甚 グ酷 似 シ抗原 ノ關 節

腔 内注 入後,30分 ニ シテハ,未 ダ之 ヲ血清 内

ニ檢 出 シ得 ザ レ ドモ,1時 間 ヲ經 過 セ ンカ,

既 ニ出現 シ始 メ,5-7時 間 ニ シテ,急 速 ニ多

量 ヲ排 泄 シ,24時 間後 ニハ,血 清 ノ抗 原 含 有

量 ハ最 高 價 ヲ示 ス.其 ノ後2-3日 間 ハ,尚 ホ

相 當 多量 ニ血液 中ニ證 明 シ得 レ ドモ,5-7日

後 ニ於 テハ,著 明 ニ減 量 シ,2週 ニ至 レバ,

概 ネ血 清 中 ニ檢 出 シ得 ザ ル ニ至 レリ.

 次 デ他 ノ實驗 家 兎 ニ就 キ テ,注 入抗原 タ ル
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血 清 ノ關 節腔 内停 滯状 況 ヲ觀 察 スル ニ,注 入

後7-12時 間 ニ於 テハ,最 モ多 量 ニ存在シ,24

時 間後 ニ シテ,前 者 ノ約1/2ヲ 證 明 シ,血 液

中 ノモ ノ ト概 ネ平 均 シ,最 初 ノ3日 間 ニ於 テ,

殆 ド大 部分 ヲ失 ヒ,7-9日 ニ至 リテ,關 節腔

内 ニハ,概 ネ抗 原 ヲ證 明 シ得 ザ ル ニ至ル.

 即 チ以上 ノ成績 ニ依 リテ明瞭 ナ ルガ如 ク,

關 節 腔 ニ於 ケル吸 收 能 力 ハ,小 林,竹 村 氏等

ノ報 ズ ル ガ如 ク,其 ノ甚 ダ旺盛 ナ ル ヲ窺知 シ

得 タ リ.從 ツテ抗 原 ノ關 節腔 停滯 ハ,比 較 的

短 時 日ニ過 ギザ ル ナ リ.

 第3項 牛 血 清 ヲ以 テ シタ ル沈降 素 ノ

     膝 關 節 滑液膜 局所 産 生 ニ就 テ

 既 ニ免 疫 方法 ノ條下ニ 於 テ,記 述 セルガ如

ク,膝 關節 滑液膜 局所 ノ沈降 素 産生 ニ就 キテ

ハ,特 ニ 予ハ2種 ノ免疫 方法 ヲ採 用 セ リ.即

チ其 ノー ハ,牛 血 清 抗 原0.5cc宛 ヲ3日 間連

續シ,他 ハ同一抗 原 量 ヲ3日間 ノ間 隔 ヲ置 キ

テ,3同 局所 ニ注 射 免疫 セ リ.斯 ク シテ,局

所 免疫終 了後,各 種 ノ時 期 ニ於 テ,血 清 竝 ニ

膝關 節滲 出液 ヲ採取 シ,其 ノ各 々ニ就 キテ,

稀 釋 法 ノ下 ニ,沈 降素 價及 ビ結 合 帶 ノ檢 査 ヲ

行 ヒタ リ.

 茲 ニ關 節滲 出 液 中明 カ ニ沈 降 素 ヲ證 明 シ得

タル家 兎ニ就 キ,表 記 ス レバ第16, 17表 ニ明

示 スル ガ如 シ.

第16表 牛血清沈降素ノ膝關節滑液膜局所産生状況
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第17表 牛血清沈降素ノ膝關節滑液膜局所産生状況

 即 チ上 記2表 ニ示 ス ガ如 ク,免 疫 法 ノ異 ナ

ル ト否 トニ關 セズ,膝 關 節腔 内 ニ直接牛 血清

ヲ注 入 スル時 ハ,3-14日 ニ於 テ血 清 ハ勿論,

膝 關 節滲 出液 中ニ沈降 素 ヲ明 カニ證 明 シ得 ベ

シ.此 際 血清 竝 ニ膝關 節滲 出液 ノ結 合 帶 ヲ檢

ス ルニ,家 兎Nr. 80, 83, 89, 93, 103, 107

等ニ 見 ルガ如 ク,兩 者 ハ明 カ ニ相異 ナ ル ヲ認

メタ リ,然 レ ドモ其 ノ他 ノ多 クノ モ ノニ於 テ

ハ,兩 者 ノ結 合帶 ハ,相 一致 シタル 成績 ヲ得

タ リ.而 シテ茲 ニ結 合 帶 ノ血清 ノ モノ ト相異

ナル モ ノ ト雖 モ,家 兎Nr. 80ニ 於 テハ血 清 ノ

モ ノヨ リ低位 ヲ,之ニ 反 シテ,家 兎Nr. 83,

89, 93, 103, 107等 ニ ア リテハ,高 位 ヲ呈示

シタ リキ.既 ニ局所 ニ於 ケル抗 體産 生 ニ就 キ

テ,同 一抗 原 ヨ リ得 タル 抗體 ニ シテ,血 液 ノ

モ ノ ヨ リ高 位 ナ ル結 合 帶 ヲ有 ス ル モノ ヲ證 明

シタル ハ,吾 ガ教室 ニ於 テ,岡 崎23),城24)ノ

2氏 ノ實驗 ニ之 ヲ見 ルベ ク,即 チ此 結合 帶 ノ

高 キ モノ コ ソ,予 ノ最 モ期 待 セ シモ ノニ シテ,

コハ血清 ノ モノ トハ,其 ノ性 状 ヲ異 ニ シタ ル

モノ ト言 ハザ ル ベカ ラズ.是 レ即 チ恐 ラク 免

疫 局所 ニ於 テ産 生 セ ラ レシモノナ ラ ン.

 更 ニ茲 ニ沈降 素 中結合 帶 ノ血 清 ノ モ ノ ヨ リ

低 位 ナ ル モ ノ,或 ハ相 等 シキモノ ノ起 源 ハ,
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如 何 ニ ト言 フニ,是 レ又 少 ク トモ,其 ノ大部

分 ニ於 テハ,結 合 帶 ノ高位 ナ ル モ ノ ト同樣 ニ,

免疫 局所 ニ於 テ産 生 セ ラ レシモ ノナ ルベ シ.

帥 チ結 合帶 ノ低位 ナ ル モ ノハ,免 疫 經 過 ノ未

ダ尚 ホ淺 キガ故 ニ,宛 モ抗 原 ノ局所 ニ停滯 セ

ル時期 ニー致 セル モノ ナ レバ,恐 ラク之 等 兩

者 ノ爲 メ ニ斯 カル成績 ヲ現 シタル モノナル ベ

ク,又 結合 帶 ニ シテ,血 清 ノモ ノ ト相 等 シキ

モ ノハ,之 ヲ考察 スル ニ,膝 關節 腔 内 ニ注 入

シタル抗 原 ハ,先 ニ抗 原 ノ吸收 ノ條下 ニ於 テ

記 述 シタル ガ如 ク,極 メテ速 ニ血 行 中 ニ移行

シ,血 行 内 ニ於 テ モ,亦 沈降 素 ヲ産 生 セ シメ,

宛 モ兩所 ニ對 シ,同 時 ニ之 ト略 ボ同 一程 度 ニ

免 疫 シタル状 態 トナル ヲ以 テ,膝 關節 腔内 局

所 ニ産生 シタ ル沈降 素 ト,血 行 内 ニテ産 生 シ

タル 沈降 素 トノ結 合帶 ハ,一 程 度 マ デ甚 ダ近

似 シ,時 ニハ全 ク相 等 シキモ ノ トナ リ得 ル事

ハ容易 ニ首 肯 シ得 ル所 ナ リ トス.

 更 ニ予 ハ,對 照 側滲 出液 中 ニ沈降 素 ヲ證 明

シタ ル ヲ以 テ,一 言 セ ンニ,對 照 側滲 出液 ハ

元來 其 ノ反 應陰 性 ナル ヲ以 テ,本 來 ノ目的 ト

スル モ,時 ニ之 ニ反 シ,反 應 輕微 ナ リ ト雖 モ

陽性 ナル ハ,如 何 ニ周 到ナ ル注 意 ヲ以 テ スル

モ,尚 ホ且 血 液成分 ノ混在 ヲ免 ヌカ レ得 ザ ル

ガ爲 メナ リ.而 シテ對照 側滲 出液 中ニ現 レタ

ル沈 降素 價 ハ,後 ニ記 載 スル對照 實驗 ノ成績

ニ ヨ リ明 カナ ル如 ク,予 ノ方 法 ヲ以 テ シテ ハ

其 ノ最モ 多 キ モノ ト雖 モ1:10ヲ 超 過 セズ.

即 チ之 ヲ免疫 側滲 出液 中 ニ證 明 シタル 沈降 素

量 ニ比 較 セバ,其 ノ價 ニ於テ.格 段 ノ差異 ア

ル コ トヲ發見 シ得ベ シ.由 ツテ予 ハ之 等 ノ理

由 ニ ヨ リ,茲 ニ檢 出 シ得 タ ル免疫 局所 ニ存 在

スル,沈 降 素 ノ少 ク トモ,其 ノ大部 分 ハ,之

ヲ關 節滑 液膜 ニ於 テ産 生 セ ラ レシモ ノナ リ ト

信 ズル モノ ナ リ.

 サ レ ド,茲 ニ尚 ホ考 慮 スベ キ ハ,結 合帶 ノ

血 清 ノモ ノ ヨ リ高 キ場 合 ハ論外 ナル モ,若 シ

血 清 ノモ ノ ト同一 ナ ル場合,或 ハ予 ノ實驗 ニ

於 テ見 タ ルガ如 ク,免 疫 後 日尚 ホ淺 キ モノ ニ

シテ,結 合帶 ノ低位 ナル場合 ニ ハ,結 合 帶 ノ

ミニ ヨ リテ ハ,之 ガ果 シテ免疫 局所 ニ産生 シ

タル モノナ リヤ否 ヤ判 然 タル解 決 ヲ下 シ難 キ

場 合 ノ存 スル コ トナ リ トス.仍 テ予 ハ次 ニ記

載 スル實驗 ヲモ併 セ行 ヒ,以 テ膝 關節 滑 液膜

ニ於 テ,沈 降 素 モ亦 ヨク血球 凝 集素 或 ハ溶 血

素 ト同 ジク,産 生 セラル ル ヲ明 カ ニ セ ン トス.

 第4項 血 行 内 自働 免疫 家 兎 ノ膝 關 節

     滲 出液 中 ノ沈降 素量 ニ就 テ

 既 ニ記載 シタ ル膝 關 節滑液 膜 ニ於 ケル.吸

收 作 用 ノ實驗 成績 ニ ヨリテ モ明瞭 ナ ル通 リ,

膝關 節滑液 膜 ノ局所 免疫 ヲ行 フ際,使 用 セ ラ

レタ ル抗 原 ノー部 ハ,速 ニ血液 中 ニ排 泄移 行

シ來 リ,本 來 ノ抗 體 産地母 地 ヲ刺 戟 シ,茲 ニ

多量 ノ抗 體 ヲ産 生 シ來 ル.

 又 既 ニ血 液 中ニ,極 メテ高 價 ナル免 疫體 ノ

産生 セ ラ レタ ルガ如 キ場合 ニ,臓 器 ヨ リ求 メ

得 タ ル滲 出 液乃至 ハ腹腔,胸 腔,腦 脊 髓腔 或

ハ關 節 腔 ノ如 キ,體 腔 中 ヨリ得 タル滲 出液 ハ

如何 ニ周到 ナル注 意 ト巧 ナル 手技 ヲ以 テスル

モ,血 液成 分 ヲ全然除 却 スルハ蓋 シ不 可能 ナ

ルベ シ.故 ニ之等 滲 出液 中ニ 血中抗體 ノ混 入

ヲ避 ケ得 ベ カラズ.

 サ レバ,之 等 ノ檢 査 材料 ヨ リ證 明 シ得 タ ル

抗 體 價 ハ,少 ク トモ一部血 液 中 ノ抗 體 トノ總

和 ナル ベ シ トハ,容 易 ニ想 像 シ得 ラルル所 ナ

リ トス.
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茲 ニ於 テ,予 ハ前 項 ニ得 タ ル實驗 成績 ヲ確

定 セ ンガ爲 メ,豫 メ牛血 清 ヲ以 テ,血 行 内 自

働 免疫 ヲ施 シ,所 要 ノ抗 體 量 ノ産生 セ ラル ル

ヲ待 チ,兩 側膝 關 節滲 出液 ヲ可及的 周 到 ナル

注 意 ノ下 ニ採 取 シ,夫 レニ就 キテ含 有沈 降素

價 竝 ニ結 合 帶 ヲ測定 セ ン トス,

 由 ツテ予 ハ,之 ガ實驗 方法 トシテ,牛 血 清

0.5ccヲ3日 間 ノ間 隔 ヲ置 キ,3囘 ニ亙 リ家 兎

靜脉 内 ニ注 射 シタ ル後,7-14日 ヲ經 過 シテ

血清 中ニ 稀 釋 沈降 素價1:160-320ヲ 證 明 シ

得 タ ル時期 ニ於 テ,既 述 ノ方法 ニ據 リ,兩 側

膝關 節滲 出 液 ヲ採 取 セ リ.

次 デ此材 料 ニ就 キ テ,檢 査 セル ニ,第18表

ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

第18表 血行内自働免疫家兎ノ膝關節滲出液中ノ沈降素量

 即 チ本 成績 ニ ヨ リテ明瞭 ナ ルガ如 ク,余 ノ

實施 セ ル方法 ニ於 テハ,其 ノ採 取 セル關 節滲

出液 中 ニ證 明 シ得 ベ キ,沈 降素 價 ハ最 モ高 キ

場 合 ナ リ ト最 モ,僅 ニ1:10ヲ 超 過 スル コ ト

ハナ カ リキ.而 シテ茲 ニ證 明 シ得 タル沈降 素

ハ,全 ク結合 帶 ヲ シテ,血 液 中 ノモ ノ ト相 等

シカ リキ.之 ニ ヨ リテモ窺知 セラルル通 リ勿

論 血液 成分 ノ混入 セザ ル場合 ハ存 在 スル モ,

肉 眼上 唯 單 ニ其 ノ混入 ナ キガ如 ク見 ユ ル場合

ニ於 テ モ,多 少 ノ混在 ハ免 ヌカ レ得 ザ ル所 ト

ス.茲 ニ本項 ノ成績 ヲ以 テ前 項 ノ成績 ヲ判定

セ ンニ,免 疫 側滲 出液 中 ニ證 明 シタル 沈 降素

ニ シテ,其 ノ結合 帶 ノ,血 清 ノモ ノ ト相 異 セ

ル モノ ハ論 ズ ル トデモナ ク,假 リニ其 ノ相等

シキモ ノ ト雖 モ,其 ノ大 部分 ハ,免 疫 局所 即

チ膝 關 節滑 液膜 ニ於 テ産生 セ シモ ノ ト考 フル

モ,敢 テ不 可 ナ カルベ シ ト信 ズ.

第5項 1側 膝 關節 腔 ニ牛 血 清 ヲ他 側膝

    關 節腔 ニ異種 動 物 血清 又 ハ血 球

    ヲ以 テ局所 免疫 シタ ル場合 ノ抗

    體 量 ニ就 テ

 本實 驗 ノ主 旨 ハ,第1節 ニ於 テ行 ヒ シモ ノ

ト等 シク,免 疫 局 所 ニ炎衝 ヲ惹 起 シ,抗 體 ノ

集結 セ シモ ノニ ハ非 ラザル ヤ否 ヤヲ解 決 セ ン

ガ爲 メニ追試 セ シノ ミ.即 チ左 側膝 關 節 ニ牛

血 清 ヲ,他 側 ニハ鷄血 清 ノ同量 ヲ注 入 シ,最

早 ヤ抗 原 ノ殆 ド局 所 ニ證 明 シ得 ザル時 期 ナ ル

第9日 ニ,血 清 ト共 ニ兩側 膝關 節滲 出液 ヲ採

取,シ 夫 々ニ就 キ テ抗體 價 ヲ比 較 測定 セ リ,
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第19表 1側 膝關節腔内ニ牛血清ヲ,他 側膝關節腔内ニ鷄血清 ヲ以テ

      局所免疫 シタル場合ノ兩側膝關節滲出液中ノ沈降素量ノ比較

 即 チ第19表 ニ見 ルガ如 ク,左 側膝 關 節滲 出

液 ハ,牛 血 清沈 降素 ヲ最 モ多 量 ニ含有 シ,之 ニ

反 シテ右 側膝 關 節滲 出 液 ニ ア リテハ.鷄 血清

沈 降素 ヲ著 明 ニ保有 セ リ.而 シテ本 成績 ニ於

テ,右 側膝 關 節滲 出液 中 ニ證 明 セル1:1,000

ナル結合 帶 ヲ布 ス ル沈 降素 ハ,或 ハ牛 血 清 ニ

因 ルモ ノニ ハ非 ラザ ル カ.這 ハ當 然起 ルベ キ

疑 問 ナ リ.故 ニ余 ハ當 該抗 原 ニ ヨル吸收 試 驗

ヲ行 ヒ,其 ノ所 屬 ヲ明 カ ニ シ,牛 血 清 ニ因 ル

モノ ニア ラザル ヲ知 レリ.

 予 ハ更 ニ鷄 血清 ニ代 ユ ル ニ,山 羊 血球 ヲ以

テ シ同 一主 旨 ノ實驗 ヲ反覆 セ リ.

 即 チ 其ノ 得 々 ル成績 ハ 第20表 ニ示 スガ如

第20表 1側 膝關節腔ニ牛血清ヲ,他 側膝關節腔ニ山羊血球ヲ以テ

      局所免疫 シタル場合ノ兩側膝關節滲出液中ノ抗體量ノ比較

 上 表 ニ示 スガ如 ク,左 側 即 チ牛 血清 ヲ注射

シタ ル膝 關 節滲 出 液 ハ,沈 降 反應 ニ ヨ リ,反

對 側 ノ夫 レヨリハ,抗 體 價高 ク,右 側 即 チ山

羊血 球 ヲ注 入 シタル膝 關 節滲 出液 ハ,溶 血 反

應 ニ ョ リ左 側滲 出 液 ヨ リモ,其 ノ溶 血 價高 キ

ヲ呈示 セ リ.

 凡 ソ之 等 ノ實驗 成績 ニ ヨ リテ,局 所 ニ テ證

明 スル抗 體 ハ,血 清 中 ノ抗 體 ガ,炎 衝 ノ爲 メ

ニ,局 所 ニ 集結 シテ出現 シタ ルモ ノニ非 ラズ

シテ,免 疫 局 所 ニ産 生 シタ ルモ ノナ ル事 ハ明

カナ リ.

  第6項 靜 脉 内 自働 性 免疫 ノ前 處 置

     セル家 兎膝 關 節滑 液膜 ニ局

     所 免疫 シタ ル場合

 吾 ガ教室 ノ先 輩木 村22),岡 崎23)ノ 兩氏 ハ,

家 兎 ノ腦脊髓 腔 ニ,或 ハ脾臓 ニ於 ケ ル局所 ノ
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抗 體 産生 ニ就 キテ,詳 細 ナ ル實驗 ヲ報 告 セ ラ

ル.而 シテ兩 氏等 ハ,孰 レモ血行 内注 入法 ニ

ヨリ,豫 メ抗 原 ヲ以 テ反覆 自働 性免疫 ヲ施 シ

置 キタ ル場 合 ニハ,無 處 置 ノ免疫 動物 ヲ使 用

ス ル時 ニ比 シ,僅 少ナ ル抗 原 注 入 ニ ヨ リテ モ,

多 量 ノ抗 體 ヲ産 生 セ シメ得 ル コ トヲ報 告 セ ラ

レタ リ.

 予 ハ曩 ニ家 兎腎臓 ノ局所免 疫 ヲ實驗 セル際

木村22),岡 崎23)氏 等 ト同 ジク,豫 メ血 行 内抗

原 注 入法 ニ ヨ リ,自 働 性免疫 ヲ附 與 シ後,血

清 中 ノ抗體 ニ シテ,殆 ド正 常價 ニ近似 スル程

度 ニ降 下 セル モ ノヲ選 ビテ,同 一抗 原 ニ ヨル

腎臓 ノ局所免 疫 ヲ企 テ,以 テ抗體 産生度 如何

ヲ檢 索 セ リ.而 シテ予 ハ此 場合,特 ニ顯 著 ナ

リ ト思考 セラルル ノ成績 ハ,不 幸之 ヲ得 ル ニ

至 ラザ リキ.サ レ ド,這 ハ,恐 ラク腎臓 ノ木

來 ガ抗體産 生母 地 ナ ラザル ト,ヨ シ ンバ茲 ニ

顯 著 ナ ル抗體 産 生 ヲ伴 フモ,腎 ノ清淨 機能 ノ

爲 メ,直 チニ血液 中ニ,或 ハ尿 中 ニ移行 排 泄

セ ラ レ,爲 メ ニ兩 者 相待 ツテ,斯 ク ノ如 キ成

績 ヲ得 タル モ ノナ ラ ン ト推論 セ リ.

 予 ハ既述 ノ如 キ,各 種 ノ實驗 成績 ヨ リ歸 納

シ,凡 ソ家 兎 ノ膝 關 節滑液 膜 ニ於 テモ,亦 明

カ ニ抗 體 産生能 力ノ存 在 スル コ トヲ確 認 ス.

茲 ニ於 テ,予 ハ再 ビ既往 症 アル試獸 ヲ使 用 シ,

膝 關 節滑 液膜 ノ局所 抗體 産 生 ニ就 キテ,同 一

實驗 ヲ反覆 シ,何 等 カ ノ成 績 ヲ 求 メ ン ト欲

ス.

 由 ツテ予 ハ,之 ガ實 驗方 法 トシテ,靜 脉 内

ニ豫 メ牛血 清 ヲ以 テ,反 覆 自働 性免 疫 ヲ施 シ

タ ル家 兎 ニ シテ,其 ノ血清 中 ノ沈降 素 價 ノ殆

ド正 常家 兎 ニ於 ケ ルモ ノ ト近似 セル程 度 ニ下

降 セル モ ノヲ選 ビ,膝 關 節腔 内 ニ牛 血 清0.5cc

ヲ1囘 及 ビ3日 間 ノ間 隔 ヲ置 キ3囘 反覆注 射

ノ2方 法 ニ ヨ リ,局 所 免疫 ヲ施 シタ ル後,7-

14日 ニ シテ,採 血 ト同時 ニ關 節滲 出液 ヲ採 取

シ.夫 々ニ就 キテ,抗 體 價 ヲ比 較測 定 セ リ.

其 ノ得 タ ル結 果 ハ下 表 ノ如 シ.

第21表 既往症アル家兎ニ局所免疫 シタル場合 ノ膝關節滲出液中ノ沈降素價
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 本實驗 成績 ヲ見 ルニ,充 分 ナ ル血行 内 自働

性免 疫 ノ既往 症 ヲ有 ス ル試獸 ニ於 テ ハ,局 所

ニ於 ケル抗體 ノ産生 状況 ハ,免 疫 方 法 ノ差異

ニ ヨル影 響 ハ,殆 ド認 メ ラ レズ.即 チ抗 原 ノ

所要 量 ニ シテ,充 分 チ ラ ンカ,殆 ド同 一程 度

ニ抗 體 ヲ産 生 シ,加 之 ニ無處 置 ノモ ノニ比 シ,

疫 體 産生 ノ良好 ナル ヲ認 メタ リ.

第4章 本編ノ總括竝ニ考按

 健 常家 兎膝 關 節滑 液膜 ニ於 ケル局所 抗體 産

生 能 力 ヲ探索 セ ン トシ,諸 種 ノ抗 原(鷄,山

羊 血球 竝 ニ牛 及 ビ鷄 血清)ヲ 使 用 シ,之 等 抗

原 ニ該當 セル抗 體 即 チ血球 凝 集素,溶 血 素 及

ビ沈 降素 等 ノ産 生 ヲ指標 トシテ,實 驗 セ ル敍

上 ノ成績 ヲ總 括考 按 スル ニ左 ノ如 シ.

 家 兎 ノ膝 關 節腔 内ニ2倍 稀 釋鷄 血球 浮游 液

1.0ccヲ3日 間 ニ亙 リテ,3囘 注 入 ス ル時 ハ,

注 入後24時 間 ニ シテ早 ク モ,血 液 中ニ正常 血

球凝 集素 價 ヲ超越 セル凝 集素 ノ出 現 ヲ認 ム.

本凝 集素 價 ハ,漸 次 其 ノ凝集 價 ヲ高 メ來 リ,

第7-14日 ニ シテ,遂 ニ最高凝 集 素 價 ヲ呈示

スル ニ至 ル.而 シテ其 ノ後 ハ,免 疫經 過 ノ進

行 ト共 ニ,血 液 中 ニ出 現 シ來 ル凝 集素 價 ハ漸

次 減 少 シ,第4週 後 ニ至 リテハ,可 成 リ著 シ

ク減量 ス.即 チ之 ニ ヨリテ吾 人 ハ,膝 關節 腔

内 ニ注 入 セ ラ レタル有核 ナル鷄 血球 ハ,明 カ

ニ關 節 滑液膜 ヲ通 ジテ吸收 セラ レ,血 液 中 ニ

移 行 シ來 リ,血 行 内 自働性 免疫 ト同一 ナル状

態 ヲ現 シ,本 來 ノ抗體 産生 母地 ヲ刺 戟 シ,茲

ニ旺盛 ナ ル血球 凝 集素 ノ産 生 ヲ招來 ス ルニ至

レル事 ヲ窺 知 シ得 タ リ.

 然 ラバ免 疫 局所 ニ於 ケル血 球 凝 集素 ノ産 生

ハ如 何 ト言 フニ,上 述 ノ如 ク關 節腔 内 ニ注入

後,24時 間 ニ シテ,既 ニ血 液 中 ニ凝 集素 ノ産

生 ヲ認 ムル モ,免 疫 局 所 ヨ リ求メ タル滲 出 液

ニハ,未 グ血球 凝集 素 ノ出現 ヲ證 明 シ得 ズ .

而 シテ局所 免疫後 第3日 ニ至 ラ ンカ,茲 ニ始

メテ輕微ナリ雖 モ,關 節滲出液中ニ血球凝

集素ノ出現ヲ認メ,局 所ニ抗體ノ産生セラレ
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タ ル ヲ知 レリ.更 ニ時 間 ヲ經 過 シ,第7日 ー

達 セ ンカ,局 所 ニ於 ケ ル抗體 産生 ハ,最 モ旺

盛 ヲ極 メ,第2週 ニ至 レバ,既 ニ産生 能 力 ノ

極期 ハ過 ギ,局 所 ニ於 ケル抗體 ハ減 少 シ來 ル.

即 チ一定 時期 迄 ハ抗 原注 入後 免疫 經 過 ノ進 行

ト共 ニ,局 所 ニ於 テ發現 シ來 ル抗體 ノ産 生 ハ

増 強 スル モ更 ニ時 日ヲ經 過 セ ンカ,漸 次抗 體

ハ其 ノ産生 局所 ヲ去 リ,遂 ニハ局所 ニ證 明 シ

難 キニ至 ル モ ノナ リ.這 ハ恐 ラク抗 原 ノ消 失

ト共 ニ.抗 體 ノ血 液 中 ニ移 行排 泄 スル ニ因 ル

ナ ラン.

 次 ニ山羊血球 ヲ抗原 トシ,膝 關 節滑液 膜 ニ

於 ケル溶 血素 産 生 ニ就 キテ,檢 索 シタル成績

ハ,殆 ド上述 鷄 血球 ヲ使 用 セル 場合 ノ モノ ト

同 ジ キ經 過 ヲ以 テ終 始 セ リ.

 次 デ予 ハ,牛 血清0.5ccヲ1囘 ノ免 疫抗原

トシ,3日 間 ニ亙 ル3囘 連續 注 入 ノ外,3日

ノ間隔 ヲ置 キ3囘 ニ及 ブ免疫 ヲ實施 シ,膝 關

節 局所 ニ於 ケ ル沈 降素 産 生如 何 ヲ探 索 セ リ.

予 ハ本實驗 ヲ行 フニ先 立 チ,血 清 ニ ヨラ ンカ

前2者 ノ如 キ球性 抗原 ニ於 テハ,唯 單 ニ血清

内 ニ,關 節滑 液膜 ヲ通 ジテ,排 泄 セ ラ レタ ル

抗原 ニ ヨル抗體 産 生状 況 ヲ以 テ,滑 液膜 ニ於

ケル 吸收 作 ヲ推 察 スル ニ過 ギザ ル モノ ニ比 シ

明 瞭 ニ觀 察 スル利 點 ア リ.由 ツテ予 ハ,先 ヅ

關 節腔 内 ニ牛 血清 ノ一 定量 ヲ注 入 シタ ル後,

牛 血清 ノ膝 關 節腔 内停滯 竝 ニ滑液 膜 ヲ通 ジテ

ノ吸 收 ニ ヨル血清 内排泄 ニ就 キテ,U.氏 法 ヲ

應 用 シ之 ガ檢 索 ヲ行 ヒタ リ.惟 フニ關 節 滑液

膜 ニ於 ケ ル及 收 力 ノ極 メテ旺 盛 ナ ル コ トハ,

先 腎 ノ業 績 ニ ヨ リテ既 ニ明 カ ニ,又 予 ノ前2

者 ニ ヨル實驗 成績 ニ ヨリテモ,亦 其 ノ然 ル ヲ

知 リ得 ベ シ.

 牛 血清 ハ,局 所 ニ注 入後未 ダ30分 ニ シテ

ハ,試 獸 血清 内 ニ證 明 セザ レ ドモ,既 ニ1時

間 ヲ經 過 シ來 ラ ンカ,茲 ニ出現 シ始 メ,5-7

時 間 ニ シテ,速 カニ其 ノ多 量 ノ血液 内 ニ排 泄

セ ラ レ來 ル ヲ見ルバ シ.次 デ注 入後,24時 間

ニ シテ最高 量 ニ到達 シ,後2-3日 間 ハ尚 ホ相

當多 量 ニ之 ヲ血 液 中 ニ檢 出 シ得ル モ,2週 後

ニ至 レバ最 早 ヤ證 明 シ得 ザル ニ至 ルベ シ.

 次 デ牛血 清 ノ關 節腔 内 局所 停 滯如 何 ヲ注 入

後7時 間 ニ シテ檢索 シタ ル ニ,7-12時 間 ニ

於 テハ,尚 ホ極 メテ多 量 ニ之 ヲ滲 出液 中 ニ證

明シ,既 ニ24時 間 ヲ過 ギ ンカ,前 ニ證 明 セル

量 ノ約1/2ニ 減 ジ第9日 前 後 ニ シテ 局 所 ニ證

明 シ得 ザル ニ至 レリ.

 膝 關節 腔 内 ニ牛 血清 注 入後,試 獸 血清竝 ニ

關 節滲 出液 中 ニ出現 スル沈降素 ノ産生 状況 ヲ

觀 察 セ ンカ,注 入後3日ー シテ,早 ク モ血 清

及 ビ關節滲 出液 中 ニ檢 出 セ ラ レ,漸 次 免疫 經

過 ノ進捗 ト共 ニ,沈 降 素 價 ヲ増 加 ス.

 茲 ニ出現 セル 沈降素 ニ就 キテ,其 ノ結合 帶

ヲ見 ル ニ,多 數 ノ モノ ニ於 テハ,滲 出液 ノ結

合 帶 ハ,血 清 ノ モノ ト相 一致 ス.然 レ ドモ亦

少數 ノ モノー ア リテ ハ,相 違 シ,或 ハ低 キモ

ノ,或 ハ高 位 ナル モ ノ アル ヲ日撃 セ リ.予 ハ

特 ニ沈降 素 ニ就 キテ ハ,結 合 帶 ニ最 モ留意 セ

シモ ノナ レバ,茲 ニ一言 セ ン.即 チ結 合 帶 ニ

シテ,血 液 ノモ ノヨ リ低 位 ニ アル ハ,恐 ラク

未 ダ免疫 後 日尚 ホ淺 ク且 局所 ニ抗 原 ノ停 滯 セ

ル時 期 ナ レバ,之 等 ノ爲 ノニ,斯 カル成績 ヲ

招來 セ シモ ノナ ル ベ ク,又 之 ニ反 シテ結合 帶

ノ高 位 ナ ル モノハ,明 カニ血 液 ノモノ トハ,

其 ノ性状 ヲ異 ニ セル モノナ ル事 ヲ示 シ,從 ツ

テ其 ノ起 源 ヲ モ異 ニ シ,即 チ換言 ス レバ,免
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疫 局所 タル關 節滑 液膜 ニ於 テ,産 生 セ シモ ノ

ナル コ トヲ推 察 シ得 ベ シ.

 又結 合 帶 ノ血 液 ノモ ノ ト,相 等 シキ モノ ニ

於 テハ,一 面 之 ヲ考 察 スル ニ,既 ニ血 清抗 原

ノ血 液 内移行 ノ條 下 ニ於 テ,陳 述 セル ガ如 ク

關 節 腔 内 ニ注 入 シタル沈 降原,即 チ牛 血 清 ハ

直 チニ血 行 内 ニ排 泄移 行 シ,血 行 内 ニ於 テ モ

亦 沈降 素 ヲ産 生 セ シメ,宛 モ兩所 ニ對 シ,同

時 ニ且 略 ボ同一程 度 ニ,免 疫 シタ ル状 態 トナ

ル ヲ以 テ,關 節滑液膜 局所 ニ テ産 生 シタ ル沈

降 素 ト血 行 内 ニテ産生 シタ ル沈降 素 トノ結合

帶 ハ,相 一致 シタル モ ノナ ラ ンカ.

 尚 ホ豫 メ血 行 内注 入法 ニ ヨ リ,牛 血清 ヲ以

テ反覆 自働 性 免疫 ヲ施 シ置 キタ ル場 合 ニハ,

該 免疫原 ノ注 入 ニ ヨリテ,關 節滲 出液 中 ニ,

其 ノ然 ラザル モノニ比 シ,多 量 ノ沈 降素 ヲ證

明 シタ リ.蓋 シ這 ハ免疫 前 ニ於 テ,局 所 ノ免

疫 體 産生 能 力 ヲ有 スル細 胞 ハ,豫メ"geubt"

ノ状 態 トナ レル ヲ 以 テ生 ジタ ル現 象 ナル ベ

シ.

 以上 各 種 ノ抗 原 ニ ヨ リ,産 生 セ ラ レタ ル抗

體 ニ シテ,沈 降素 ノ如 キ其 ノ結 合 帶 ノ血 液 内

ノモ ノ ヨリ,高 位 ニ アル モ ノニ於 テハ,局 所

ニ之 リ檢 出 セバ,之 ニ ヨ リ直 チ ニ其 ノ起 源 ヲ

明 カニ シ得 ルモ,其 ノ然 ラザル モ ノ,或 ハ血

球凝 集素,溶 血 素 等 ニ於 テ ハ,直 チ ニ免疫 局

所 ニ之 ラ證 明 セ リ ト雖 モ,唯 之 ノ ミニ ヨ リテ

ハ,抗 體 ノ局所 ニ産 生 セ ラ レタ リ トハ斷言 シ

得 ザル コ トハ,予 既 ニ實驗 成績 中 ニ記 述 セル

ガ如 シ.此 當然起 ルベ キ疑 問 ニ對 シ,予 ハ各

種 ノ對照 實驗 ヲナ シ,抗 體 ノ少 ク トモ,其 ノ

大部 分 ハ免疫 局所,即 チ關 節 滑液 膜 ニ於 テ産

生 セ ラ レシモ ノナル所 以 ヲ明 カニ セ リ.

 要之 ニ既 ニ竹 村氏 ハ家 兎膝 關 節 滑液膜 ニ於

テ,抗 體ノ産 生 セ ラルル コ トヲ報 告 シ,而 シ

テ同 氏 ハ,關 節滑 液膜 ニ於 ケル免疫 體産 生能

力 ヲ有 スル細胞 ハ,組 織 球 乃至 ハ血 液 中 ノ多

形 核 白血球 ナ リ ト主張 セ リ.予 ハ今其 ノ何 タ

ルカ ヲ,予 ノ實 驗 ニ於 テハ,明 カニ セザル モ

關 節 滑液膜 ニ於 テハ,各 種 ノ抗體 ヲ産生 スル

モ ノナル コ トヲ信 ズル モ ノナ リ.

第5章 結 論

 1) 正 常家 兎膝 關 節腔 内 ニ,鷄 血 球 ヲ注 入

スル時 ハ,該 關節滲出腋 中 ニ,鷄 血 球凝 集素

ヲ證 明 ス.

 2) 正常 家 兎膝 關節 腔 内 ニ,山 羊 血球 ヲ注

入 スル時 ハ,該 關 節滲 出液 中 ニ,山 羊血球 溶

血 素 ヲ證 明 ス.

 3) 以 上2種 ノ抗體 ハ,局 所 ニ抗 原注 入後,

7日 前 後 ニ最 モ多量 ニ證 明 セ ラ レ,血 液 中 ノ

凡 ソ1/8ヲ 保有 ス.

 4) 正常 家 兎膝關 節腔 内 ニ,牛 血 清 ヲ注 入

スル時 ハ,該 關 節滲 出液 中 ニ,牛 血清 沈降 素

ヲ證 明 ス.本 抗體 ハ抗原 ノ局 所注 入後7日 前

後 ニテ最 モ多 量 ニ證 明 セ ラ レ,血 液 中 ノ凡 ソ

1/8ヲ 保 有 ス.此 際 沈降 素 ノ結 合 帶 ヲ檢 スル

ー,血 液 中 ノ モノ ヨ リ相違 セル モ ノ アル ヲ見

タ リ.

 5) 正 常家 兎膝 關節 腔 内 ニ注入 セ ラ レタ ル

各 種 ノ抗原 ハ,速 カニ吸收 セ ラ レ,血 液 中 ニ

移 行 シ,血 中ニ テ速 カ ニ抗體 ヲ産 生 ス.

 6) 豫 メ血行 内免疫 ヲ施 セル モノ ニ於 テハ
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然 ラザ ル モノ ニ比 シ,局 所 ニ於 ケル抗體 産 生

ハ良 好 ナ リ.

 7) 免 疫 家 兎膝關 節腔 内滲 出液 中 ニ證 明 シ

タ ル,各 種 ノ抗 體 ノ大部 分 ハ,局 所 ニ産 生 セ

ラ レタル モ ノニ シテ,血 液 中 ノ抗 體 ノ局 所 ニ

集結 シタ ル モノ ニ非 ラズ.

 上 記 ノ實 驗 成績 ニ ヨ リテ,予 ハ家 兎膝 關 節

腔 殊 ニ滑 液膜 ニ於 ケル抗 體 ノ産 生 ヲ肯定 セ ン

ト欲 ス.

  擱筆スルニ方 リ終 始御懇篤ナル御指導 ヲ賜ハ

 リ,且 御校閲 ヲ忝 フセル恩師緒方教授 ニ對 シ滿

 腔 ノ感謝 ノ意 ヲ捧 グ.

  (本論文 ノ要旨ハ第44囘 昭和8年2月 岡

  山醫學會總會席上ニ於テ講述セ リ).
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